
平成１６年度普及に移す技術

［普及に移す技術名］極良食味の水稲新品種候補系統「越南176号」

［要約］水稲「越南176号」は寒冷地南部では中生の早に属する粳系統である。米飯は粘りがあっ

、「 」 、 、 「 」 。て コシヒカリ と同等の極良食味であり 特に 冷めたときの食味は コシヒカリ に優る

直播栽培にも適する。福井県と鹿児島県で奨励品種に採用される。

［キ－ワ－ド］イネ、越南176号、粳、極良食味、直播栽培、福井県、鹿児島県

［担当］福井農試・水稲育種部・育種研究グル－プ

［連絡先］電話0776-54-5100、電子メ－ルhisamitsu_horiuchi＠fklab.fukui.fukui.jp

［分類］普及

-------------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

「コシヒカリ」は極良食味で市場評価が高いが、倒伏に弱く、いもち病に劣る欠点がある。ま

た、１品種集中化が進んだ結果、収穫作業や乾燥利用施設の競合、病害虫や気象災害の集中被害

などの問題もでている。

そこで、倒伏に強く、いもち病耐病性があり、直播栽培にも適する極良食味品種を育成し、良

食味米生産と低コスト栽培に寄与する。

［技術の内容・特徴］

１ 「越南176号」は1990年に福井農試で中生の極良食味で直播栽培にも適する品種を育成する目．

（ ） 。的で交配した越南148号／北陸148号 後のどんとこい の組合せから育成された粳系統である

アミロ－ス含量と穂発芽性を検定しながら、選抜・固定を図った。

２．食味は粘りがあって「コシヒカリ」と同等で、極めて良い。特に冷めた時の食味は「コシヒ

カリ」を上回る。

３ 「コシヒカリ」に比べ出穂期、成熟期とも2日ほど早く、育成地では中生の早に属する。．

４ 「コシヒカリ」に比べ稈長は15cmほど短く、穂長はわずかに短く、穂数は同程度で、草型は中．

間型である。耐倒伏性は「コシヒカリ」に比べ明らかに強く 「キヌヒカリ」と同等である。、

． 、 「 」 「 」 。５ 収量性は例年安定しており 移植栽培では コシヒカリ や キヌヒカリ より多収である

直播栽培では「キヌヒカリ」と同等である。

６．いもち病真性抵抗性遺伝子型は と と推定され、葉いもち、穂いもち圃場抵抗性ともPita-2 Pii

。 、 。 。中と推定される 白葉枯病圃場抵抗性は中 縞葉枯病には罹病性である 穂発芽性は難である

７．精米のアミロ－ス含量は「コシヒカリ」より約1ポイント低く、タンパク質含量は同程度であ

る （以上表１）。

［技術の活用面・留意点］

１．適応地域は北陸・関東以西の地域および暖地の早期水稲栽培地帯である。

２．福井県では嶺南地域（敦賀市以南）の「コシヒカリ」の一部と県下全域のいもち病常発地帯

の「コシヒカリ」さらに県下全域の「キヌヒカリ」を対象に普及を予定している。

鹿児島県では早期栽培の「コシヒカリ」の一部に替えて普及する予定である。

３．病原性のいもち病菌には侵されるので、その発生に注意し、発病を認めたらかならず適期に

防除する。

４．倒伏には比較的強いが、多肥栽培を避けるとともに、水管理を徹底し、玄米品質や食味を落

とさないように留意する。

５ 「キヌヒカリ」より出芽性が劣るので、直播栽培を行う場合は、十分に芽出ししてから播種す．

る。

６．耐冷性がやや弱なので、冷害が心配される地帯は除く。



［具体的デ－タ]

表１．「越南176号」の特性一覧

系 統 名 越南１７６号 交 配 組 合 せ 越南１４８号／北陸１４８号，どんとこい

特 性 長所 １．冷めても極良食味である 短所 １．耐冷性がやや弱い

２．穂発芽性が難である

３. 収量性が安定している

４. 直播栽培にも適する

採用予定県 福井県：2,400ha、 鹿児島県：1,500ha

普及見込み面積

調 査 地 育 成 地 福 井 農 試 鹿 児 島 農 試

調 査 年次 1996～2003年度 1998～2003年度(1999～2003年度) 1999～2003年度

系統・品種名 越南176号 ｺｼﾋｶﾘ ｷﾇﾋｶﾘ 越南176号 ｺｼﾋｶﾘ ｷﾇﾋｶﾘ 越南176号 ｺシヒカリ

形質

熟 期 中生の早 中生の早 中生の早 中生の早 中生の早 中生の早 早生の早 早生の早

草 型 中間型 中間型 中間型 中間型 中間型 中間型 中間型 中間型

出穂期(月．日) 7.31(8.01) 8.02 8.01(8.03) 7.25(7.25) 7.25(7.26) 7.26(7.26) 6.21(6.19) 6.20(6.18)

成熟期(月．日) 9.06(9.07) 9.08 9.08(9.10) 9.02(9.03) 9.01(9.03) 9.05(9.02) 7.27(7.29) 7.23(7.23)

稈 長(cm) 73(70) 90 77(75) 72(67) 88(82) 76(70) 67(68) 76(77)

穂 長(cm) 19.0(18.0) 19.8 18.2(18.1) 18.5(18.6) 18.6(18.8) 18.1(17.5) 16.6(17.5) 16.5(17.2)

穂 数(本／m ) 400(273) 439 410(289) 380(336) 420(388) 416(353) 436(476) 505(542)
２

芒の多少・長短 稀・短 稀・短 無 稀・短 稀・短 無 稀・短 稀・短

ふ 先 色 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白

ふ 色 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白

脱 粒 性 難 難 難 難 難 難 難 難

耐 倒 伏 性 強 弱 強 強 弱 強 強 弱

いもち病抵抗性 + － － － － －Pita-2,i Pi-i

遺伝子（推定）

耐病性

葉 い も ち 中 弱 中 中 弱 中 中 弱

穂 い も ち 中 やや弱 中 中 やや弱 中 中 やや弱

白 葉 枯 病 中 やや強 中 中 やや強 中 中 やや強

縞 葉 枯 病 罹病性 罹病性 罹病性 罹病性 罹病性 罹病性 罹病性 罹病性

耐 冷 性 やや弱 強 やや弱 － － － やや弱 強

穂 発 芽 性 難 難 やや易 難 難 やや易 難 難

46.5(49.6)玄米重(kg/a) 68.3(49.9) 63.9 62.9(48.9) 66.5(54.6) 63.5(52.3) 65.9(52.5) 49.8(57.9)

同上対標準比(%) 107(102) 100 98 (100) 105(104) 100(100) 104(100) 107(117) 100(100)

玄米千粒重(g) 22.8(22.0) 22.0 21.5(21.2) 22.8(23.2) 21.2(21.6) 22.0(22.0) 21.9(21.4) 20.4(20.1)

玄 米 品 質 3.3(3.4) 3.6 3.5(3.6) 4.2(3.9) 4.2(4.7) 4.4(5.2) 4.3(5.5) 3.9(5.0)

食 味 上中 上中 上中 上中 上中 上中 上中 上中

冷飯の食味 0.44 -0.67 0.20 0 -0.70 － －
** ** **

0

ｱﾐﾛ-ｽ含量(%) 16.4 17.4 17.5 － － － 15.6(14.5) 16.5(15.4)

ﾀﾝﾊﾟｸ質含量(%) 6.2 6.3 6.4 － － － 6.4(6.7) 7.1(7.2)

注）1.育成地の（ ）内は直播栽培(2002、2003年度の平均値）の試験成績
2.福井農試の( )内は園芸試験場の試験成績

3.鹿児島農試の（ ）内は多肥区の試験成績
4.冷飯の食味の育成地は炊飯後20時間、福井農試は同じく3時間後にコシヒカリを基準とした食味総合評価の値

**は1%水準で有意であることを示す


